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なため私の調査では簡単にしかふれていない。しかし全体の印象からいえばこれらにも上

記の諸形質とほぼパラレルな連続的変異があるらしい。

以上でそれぞれの形質における変異を論じたのであるが ， それから推察せられるように

ζれら諸形質の組み合わせ（つまり個体の性質全体）では全く連 続 的 な 変異をみせてい

る。

最後にひとつ， 未解決だ
、

が気になる事実にふれておこう。アカパナモミ段階中もっとも

強く球果が紫色を帯びる段階の3個体で球果の形状比が最小値を示している（もっともず

んぐりしている）ことである。というより一般に形状比ではモミもウラジロモミも変わり

ないが， どうもアイノコがかるほど形状比が小さくなる傾向があるらしいことである。私

の調査では著しいアイノコの各段階は3～4本で代表されるにすぎないので充分な検討は

できないが， アイノコを論ずるときにこのような場合も考慮に入れておくことは無駄では

ないだろう。ここに例示した3本の場合葉の上面の気孔条もそろってかなり著しいのでア

オオオシラビソモドキを連想させるが， 萄鱗はかなりとびだしていた。 （次号l乙続く〕
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